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　新春を迎え、皆様にはお健やかにお過ごしのこ
ととお慶び申し上げます。旧年中は格別のご厚情を
賜り、心より御礼申し上げます。
　昨年は高市早苗総理大臣が就任され、国政の新た
な歩みが始まりました。高市総理には令和 4 年に
草津へお越しいただき、ご講演を賜りました。
　今後の国政においてもその手腕を存分に発揮され
ることを期待しております。
　私は昨年より、地方創生・公共交通対策特別委員
会委員長として、先端技術研究や企業誘致の基盤と
なる「条例制定」を目標に取り組んでまいりました。
　本年も引き続き、地域課題の解決と県勢の発展に
全力を尽くしてまいる所存でございますので、変わら
ぬご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　皆様にとりまして、本年が素晴らしい一年となり
ますよう心よりお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさ
せていただきます。　　        令和 8 年１月　吉日

　　　　       滋賀県議会議員
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自由民主党　総務会長
参議院議員 （滋賀県出身）

有村 治子氏

時局講演会 2/7(土)

時　間　午後1時30分～3時30分 受付 :12時30分～
場　所　草津市立草津アミカホール
申込方法　申込フォーム又は下記のE-mail・電話
　　　　　FAXにて事前申込制。 
申込締切　  令和8年1月23日（金）　[定員300名]
主　　催  　自由民主党草津市支部連絡協議会

無料
要事前申込

　NPO 法人草津手をつなぐ育成会は、さまざまな障が
いを持つ方々が地域の中で自立し、安心して共に暮らせ
るよう、福祉・教育・労働・権利擁護などに関する支援
事業を行い、活力ある地域社会の実現に寄与することを
目的として活動している団体です。
　また、一人でも多くの方に知的・発達障がいについて
理解を深めていただきたいという想いから「びわこ☆め
だか隊」を結成し、特性を知っていただくための 6 つ
の疑似体験プログラムを提供されています。
　今後も、障がいのある方々への理解がさらに広がるよ
う、共に取り組んでまいりたいと思います。対談の様子は
YouTube（ゆきのりチャンネル）でご覧いただけます。

草津手をつなぐ育成会  理事長 中島 由里子さんに                                                                  お話を伺いました。

ゆきのり
チャンネル

滋賀県手をつなぐ育成会HP　https://shiga-ikuseikai.jp/
びわこ☆めだか隊』の活動ブログ　https://biwakomedaka.blogspot.com/

広島大学 半導体産業技術研究所へ視察

【福祉作業所の就労収入について】【幼児期教育・療育について】
令和７年12月定例会議において、以下の項目について質問をいたしました。

Q：Ａ型事業所の「事業廃止」の要因について伺う。 Q：
A：

幼保小の架け橋期の課題について伺う。

　　 ＜障害福祉課＞
　令和６年度の障害報酬改定により事業所の生産活動
に対する評価が見直されたことから、報酬が減額とな
り、経営が圧迫されたものと承知しております。

      ＜幼小中教育課＞
 　これまでのモデル事業の成果をもとに、幼児教育施
設と小学校が連携し、互いの保育・教育の理解を促し
てきたところです。さらに、小学校区において、保育者
と小学校教員が、共通の視点をもち、「架け橋期カリキュ
ラム」を協働して作成する取組を進めているところで
す。 今後さらに、カリキュラムに基づく実践の充実や、そ
の後の検証・改善を進め、架け橋期における学びや生
活の円滑な接続に取り組んでまいりたいと存じます。

Q：

A：

滋賀県障害者プラン 2021の目標である平均工
賃の金額に修正が必要ではないかを問う。

Q：
A：

障害がある幼児の幼児教育の状況について伺う。

       <障害福祉課>
 　特別な支援が必要な児童につきましては、幼児教育・
保育施設に籍を置きながら、市町の児童発達支援セン
ターなどの療育機関で個別の支援プログラムによる支
援を行っております。さらに、重度の医療的ケア児など、
より専門的な支援が必要な幼児については、県で設置
している「県立総合病院療育センター」におきまして、
障害特性を踏まえたより専門的な支援を行っております。

Q：

A：

10年先、20年先を見据えて滋賀県の「療育のあ
り方」について伺う。

       <障害福祉課>
 　市町のニーズや状況に応じ、適切に支援できる広域
的拠点としての機能と、医療的ケア児など医療との連
携等のより専門性の高い療育ができる機能を持つ療育
センターを設置することで、障害のある児童やその家
族が希望を持ち、安心して暮らせる滋賀を目指して取
り組んでまいりたいと考えてございます。

         ＜障害福祉課>
　 ご指摘のとおり物価上昇等の観点からも、Ｂ型事業
所を利用する障害者の工賃向上にも引き続き取り組む
必要があると考えてございます。 
　令和８年度には、新たな障害者プランの策定を予定
しておりまして、国の基本指針に沿いつつ、実質的な
所得向上を図るという観点を踏まえ目標を検討してま
いりたいと考えてございます。

Q：

A：

工賃目標の達成に向けた県庁における発注拡大
への取り組みについて伺う。

         ＜障害福祉課>
　 今年度、企業や県・市町といった発注側のニーズと、
事業所のシーズとのマッチング交流会を実施する予定
をしておりまして、県自らが率先して発注拡大に向け
努めますとともに、ふるさと納税の返礼品としての活
用を関係部局と検討するなど、創意工夫を凝らし工賃
向上に資する様々な施策を更に講じてまいりたいと考
えてございます。

ご挨拶

申込フォーム

　昨年開催された「わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ」は、
県民の皆さまをはじめ、多くの関係者のご協力により 大成
功のうちに閉幕 いたしました。　
　滋賀県は、「びわこ国体」以来 44 年ぶり 2 度目となる
男女総合優勝（天皇杯獲得）！！さらに女子総合優勝（皇后杯
獲得）を獲得する歴史的快挙を達成しました。
　国スポ正式競技では、金メダル35個 ・ 銀メダル32個・
銅メダル27個の合計 94 個、障スポ正式競技では、金メ
ダル 87個・ 銀メダル 53 個 ・ 銅メダル 34 個（うち団体
競技1個）の、合計174個のメダルを獲得されました。
　滋賀県選手団の皆さん、ここまで尽力された全ての皆さ
ん、本当におめでとうございます。そして、感動をありが
とうございました。

『わたSHIGA輝く国スポ・障スポ』大成功！！
。

　国内最高レベルの環境をもつ広島大学 半導体産業技術
研究所を視察し、最先端の研究設備や、産学連携による人
材育成・技術開発の取り組みについて説明を受けました。
　研究所では、次世代デバイスの開発や高度技術者の育成
が進められており、その先進性は国内外から高い注目を集
めています。
　今回の視察を通じて、滋賀県
における半導体関連産業の発展
可能性や、今後の技術導入・企
業誘致に向けた有意義な示唆を
得ることができました。
　今後も、先端技術分野の推進と
地域産業のさらなる活性化に
向けて取り組みを進めてまい
ります。

A：

市民講座

動画は、
こちらから
どうぞ！！

障がいのある方が、自立した社会生活を
おくることができるよう取り組みます。




